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ABSTRACT

A data logging system is the first step of a computer control system of linac.

In the Iinac system of NERL Univ. of Tokyo, the data logging system composed of a data

logger and a micro-computer has been installed. The purposes of the data logging 

system are as follows.

1 ) Parameters of operation of the Iinac are printed out when needed.

2) Parameters such as current of focusing magnets and temperature of rooms are logged 

at every moment and are used to pursue the cause of the drift of beam current 

during operation:

3) The system is expected to be the first step of the computer control of the Iinac.

The preliminary results of the data logging system are reported-

東 大 3 5 M e V ラ イ ナ ッ ク に お け る デ ー タ a ガーシステム

1 • < は じ め に >

デ ー タ a ガ ー と は 、多 点 の 温 度 、圧 力 、流 

量 な ど 物 理 童 や 電 気 童 を 同 時 に 測 定 す る 事 を い  
う。最 近 の デ ー タ n ガ ー は 、測 定 点 の 増 加 、 自 

動 化 、 高速 化 や 測 定 デ 一 タ の 演 算 処 理 機 能 な ど  
が つ い て イ ン テ リ ジ ェ ン ト 化 さ れ つ つ あ る 。更 

に、 自動化を押し進める為コンピュータなどと 

組み 合 わ せ て 計 測 シ ス テ ム と し て 構 成 さ れ る 、場 
合 が 一 般 で あ る 。大 型 加 速 器 に は 、かなり導入 

さ れ て い て 、最 適 バ ラ メ ー タ を コ ン ピ ュ ー タ か  

ら 入 力 し て 運 転 を 行 い c[ギングによって逞耘監 
視 を 行 っ て い る a 我々の所でも逗転バラメータ 

を ロ ガ ー す る と い う 基 本 的 な 事 が ら 、 ライナッ 
ク の ビ ー ム 変 動 の 要 因 に な る 箇 所 、原因を調べ 

る為のデータロガーシステムを作り始めている 

ので報告するヰ
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2 . < デ ー タ ロ ガ ー シ ス テ ム 概 略 >

データa ガ ー に 用いた機器は、アドバンテ 
スト社製のデータn ガー装置T R 2 7 3 1 とセ 
ンサーターミナルT R 2 7 4 1 B ( 8 0 C H ) 、 
そ し てG P — I B 経由してパーソナルコンビユ 

一 夕 （P C  — 9 8 0 1 ) である。システムの概 
略図をFig-Uこ示す。センサーターミナルT R 2  

7 4 1 B は、本 体 よ り 1 0 0 m 程度を隔して4 

台分設置しコントロールが可能である。 スキャ 
ンスピードは、最 大 3 2 0 点 を 4 秒 、 自動キャ 
リブレーシヨン機能が付いた高速デ一タ口ガー 
装置である。現在の所、 インターロックのロギ 
ングは行っていない。 しかし、入力に対する上 
下限アラーム機能も有しているので、ブログラ 
ムの問題だけで比較的簡単に行えると思われる。

3 • < デ一タロガーシステムのフローチャ一ト> 

フローチャートは、Fig-2で表される。P C  

一 9 8 0 1 バソコンにデータロガーのブログラ 
ムを そ の5 つのブログラムは1 • n C H モ ニ タ - 

スキャン，2. n C H a グスキャン，3. n C 

H  D A T A  R E A D ,  4 ；n C H  G R A  

P H ,  5. n C H ロ グ ス キ ャ ン D A T A  G 

R A P H である。Fig-3は、モニタスキャンして 
ライナックのバラメータのデ一タをフロッビ一 
( 1 M B ) にセーブしてスクリーンとブリンタ 

一に印字した例である。 またFig-4は、 5 c H を 
n グ ス キ ャ ン （スキャンインターバル1 0 m  i n) 

をフロッピーに記録し表示した線グラフである。 
データは、照射室、クライスト□ンパルサー室、 
制御 室 の3 簡所を約2 0 時間の塭度.変化である。 
当然ログスキャンのインタ一/てル、C H 設定は、 
パソコンP C 9 8 0 1 で設定切換えが簡単に出来 
る。 またT R 2 7 3 1データロガー装匱本体(こメ 
モ リ ー の 増 設 （16.3 KB) と接点出力のオブシヨ 

ンの追加も考えている。
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. FC-3 - 0 0 0 .0 5 0 6 E + 0  

0 -3 - 0 00  .0 0 3 7 2 * 0  

0  -S -OOO.OOQIE^O 

0  -9 - 0 0 0 .0 0 7 8 E ^ 0

STC2X- -00CI .0 0 1 5 2 * 0

STC3Y-OOO.OOOOE*0

STC5X-

STCSY-

RG-3



4. < 今後の方針>

1. データロガ ー 装置のブログラムの充実
2 . 位相変化検出のための口ギング
3 . 加速管の温度変化のD ギング
4• ライナック冷却水の温度変化のロギング
5 . パルサー電流，クライスト□ン電圧，

2 8 5 6 M H z モジュレータ電源等の 
安定度のロギング

6 . データロガー装置の接点出力を用いた
ライナック制御のフィ一ドバック回路等の開発
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